
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 長崎国際大学 

設置者名 学校法人九州文化学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

国際観光学科 
夜 ・

通信 

6 

2 

63 71 13  

社会福祉学科 
夜 ・

通信 
47 55 13  

  健康栄養学科 
夜 ・

通信 
0 50 56 13  

  薬学科 
夜 ・

通信 
0 47.5 53.5 19  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
 講義概要（シラバス）を製本し、学内各所に配置して周知 

 大学公式サイトのコンテンツ「大学等における修学の支援（高等教育無償化）に関

する機関要件確認のための情報公開」の項目[ ２「実務経験のある教員等による授業

科目」の一覧表]に掲載し公表 
https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/grant-aid.html 
 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

 

 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 長崎国際大学 

設置者名 学校法人九州文化学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
 学校法人公式サイトに掲載して公表 

http://kyubun.ed.jp/data/ 
 大学公式サイトのコンテンツ「大学等における修学の支援（高等教育無償化）に関す

る機関要件確認のための情報公開」の項目[ ３ 理事（役員）名簿]に上記へのリンク

を設置 
https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/grant-aid.html 

 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
銀行取締役会長

（代表取締役） 

平成 30 年 6 月 27 日

～ 

令和 4年 6月 26 日 

組織運営体制への 

チェック機能 

非常勤 
海運業代表取締役

社長 

平成 30 年 6 月 27 日

～ 

令和 4年 6月 26 日 

組織運営体制への 

チェック機能 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 長崎国際大学 

設置者名 学校法人九州文化学園 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 
 
《授業計画書（シラバス）の作成過程》 

シラバスの作成にあたっては、３つのポリシーとアセスメント・ポリシーを踏まえ作成
している。カリキュラム・ポリシーは、ディプロマ・ポリシー達成のための体系的なカリ
キュラム編成をうたっており、どのような教育内容・教育方法を取り入れるかについて明
確にしている。具体的には、ディプロマ・ポリシーに掲げられた諸能力の獲得を可能とす
るため、学士課程プログラムを、初年次教育、教養教育、専門教育に分け、それぞれに講
義や演習、実習等を効果的に配置したカリキュラムとなっている。 

カリキュラム編成にあたっては、全学共通科目（教養科目）及び、専門科目に、体系性
や難易度を考慮してナンバリングを付与している。これらによって学生たちは、科目の分
野や履修順序が理解でき、さらに、シラバスにも記載することで主体的な学修が可能とな
っている。 

シラバス作成に際しては、教務委員会で全学的に管理している。教務委員会で『シラバ
ス作成の手引き』を作成し、本学における「シラバスの位置づけ」「シラバスの役割」
「記入にあたっての注意事項」等を記載し教員に配布している。各教員が作成したシラバ
スは、『長崎国際大学 シラバスチェック要項』に基づき第三者（シラバスチェック委
員）による点検を実施する。シラバスチェック委員から「シラバス記載上の留意事項」に
基づき、不備等が認められた場合には科目担当者は記載内容について修正を行う。 

シラバスの記載内容は、以下の項目が含まれる。 
①科目名（ナンバリングの記載）、②展開方式（講義/演習/実習）、③単位数、④授業の
ねらい、⑤アクティブ・ラーニングの12類型（授業方法）、⑥学生の授業における到達目
標、⑦評価手段・方法、⑧評価基準、⑨授業の概要、⑩授業外における学修、⑪質問や課
題等のフィードバックの方法、⑫各回のテーマ・授業の内容、⑬各回の予習・復習内容
等。これらを示すことにより、学生は自主的・意欲的に授業に臨める。 

また、本学では全授業でアクティブ・ラーニングを取り入れており、「アクティブ・ラ
ーニングの類型」として12類型に分類し授業を展開している。これにより、学修者の主体
性を引き出すとともに、能動的に授業への参加を促している。 
  
《授業計画書の作成・公表時期》 

シラバスは、前年度の 12 月頃から作成を開始し、当該年度の 4 月に学生に対してオリエ
ンテーションの際に公表している。学生はシラバスを参照しながら、担当教員指導のもと
履修計画を作成する。教員は初回の授業で授業の概要を説明し、理解を深めさせている。 

授業計画書の公表方法 

 講義概要（シラバス）を製本し、学内各所に配置して周知 
 大学公式サイトの以下のコンテンツに掲載して公表 
【全学共通カリキュラム】 

https://www1.niu.ac.jp/about/features/curriculum/  
【国際観光学科カリキュラム・シラバス】 

https://www1.niu.ac.jp/course/international-
tourism/curriculum/ 
【社会福祉学科カリキュラム・シラバス】 

https://www1.niu.ac.jp/course/social-
welfare/curriculum/ 
【健康栄養学科カリキュラム・シラバス】 

https://www1.niu.ac.jp/course/health-
nutrition/curriculum/ 
【薬学科カリキュラム・シラバス】 
https://www1.niu.ac.jp/course/pharmacy/curriculum/ 



  

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
ディプロマ・ポリシーには、各学士課程で定められた卒業要件単位数の修得、一定水準

以上の卒業論文の提出、そしてホスピタリティの獲得が卒業に必須であることを明示して
いる。  

ホスピタリティの獲得は、建学の精神・教育理念に基づいており、身についたかどうか
の判定は難しい。そこで、ホスピタリティを構成する5つの能力（「専門力」「情報収
集、分析力」「コミュニケーション力」「協働・問題解決力」「多様性理解」）を明らか
にし各能力を判定する。学生は、能力・態度の獲得について毎学期ごとに「ホスピタリテ
ィ・ルーブリック」を基に、学生ひとり一人が省察と自己評価を行うこととしている。  

また、その自己評価を教員が確認し学生とともに最終評価を行う。これを学期（前期・
後期）ごとに4年間継続し、卒業ポートフォリオとする。これによって、ホスピタリティ
の獲得を教授会で判定する。 

一方、各科目の成績については、シラバスで次の項目を明示し、学生が納得する形で評
価を行っている。 

 
⑴ 学生の授業における到達目標 

当該科目における到達目標に対する達成度をどのように測るかを記載。受講者が
達成目標を達成したかどうかを判定できる方法と基準を記載している。 

 ⑵ 評価方法・手段、評価比率 
「定期試験」「小テスト」「課題レポート」「口述試験」「実技試験」「グルー

プディスカッション・授業での発表(参加)(取り組み)」「プレゼンテーション」な
ど評価の方法を記載するとともに、評価方法にあたっての比率も明示している。 

 ⑶ 評価基準および評価手段・方法の補足説明 
学生が、計画的に準備ができるように小テスト実施時期やレポートの提出時期の

記載も合わせて記述している。 
このように、いくつかの成績評価方法を組み合わせることによって評価を行うこ

とを公表し、学期を通じて学生の主体的な学修を促すように配慮している。 
 
単位認定における評点と評価基準は、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評 価 評 点 評価基準 

合 

格 

S 100～90 点 
到達目標を十分達成し、きわめて優秀な成績を

修めている。 

A 89～80 点 到達目標を十分に達成している。 

B 79～70 点 到達目標を達成している。 

C 69～60 点 到達目標を最低限達成している。 

不

合

格 

D 59 点以下  到達目標を達成していない。 

F 
出席不良・受

験放棄 
出席・試験（レポート等の提出）の評価要件を

欠格。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 
成績評価の前提は、毎回の授業への主体的な参加である。出席に関しては、教室の入口

に設置した、ＩＣカードリーダーに学生証をかざすことによって出席が確認できるシステ
ムを採用している。その出席状況については、学生自身が確認することができる。また、
保護者も自宅のパソコン等により学外から確認可能となっている。 

それぞれの授業では、学内のLMSである「manaba」の小テストの機能や、リフレクショ
ンカードを用いて振り返りが行えるようになっている。リフレクションカードを使って、
疑問点を書かせ、次の授業の際などにフィードバックしている教員も多い。 

このように、出席状況や授業への取組みを確認した上で、シラバスに沿った評価を行
う。各学期の学修成果は、GPA(Grade Point Average)によって明確にしている。これ
を、半期ごとに学生に配付する成績通知書に明記し、伝達することによって、学生の自覚
を促し、自主的な学修をより一層進めるシステムになっている。具体的には、GPAを利用
して、履修登録上限単位数を越えての履修登録の許可や退学勧告、教職課程の警告・勧告
など、教育の質的向上にかかわる事項に活用することとしている。 

さらに、1年に2回（前期・後期）、保護者にも通知している。担当教員と学生が履修指
導並びに修学状況等について面談を行い、ポートフォリオに記録を残している。 

また、大学ホームページに、年間 GPA の平均値を学科別学年別に公表している。 

 

『ＧＰＡの算定について』 
【ＧＰＡの算出方法】 

登録した各科目の成績（ｸﾞﾚｰﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ）にその科目の単位数を乗じた数値の総和を総

登録単位数で除して算出し、小数点第2位まで表記している。 

評 価 評 点 
ｸﾞﾚｰﾄﾞ 

ﾎﾟｲﾝﾄ 
評価基準 

合 

格 

Ｓ 100～90 点 4.0 
到達目標を十分達成し、きわめて優秀な成績を

修めている。 

Ａ 89～80 点 3.0 到達目標を十分に達成している。 

Ｂ 79～70 点 2.0 到達目標を達成している。 

Ｃ 69～60 点 1.0 到達目標を最低限達成している。 

不

合

格 

Ｄ 59 点以下 

0 

到達目標を達成していない。 

Ｆ 
出席不良・

受験放棄 
出席・試験（ﾚﾎﾟｰﾄ等の提出）の評価要件を欠格。 

 

学期GPAの計算式 

学期GPA ＝ {（当該学期の評価Sの単位数合計×4.0）＋（当該学期の評価Aの単位数

合計×3.0）＋（当該学期の評価Bの単位数合計×2.0）＋（当該学期の評価Cの単位数

合計×1.0）} ／ 当該学期の総履修登録単位数 
年度GPAの計算式 

年度GPA ＝ {（当該年度の評価Sの単位数合計×4.0）＋（当該年度の評価Aの単位数

合計×3.0）＋（当該年度の評価Bの単位数合計×2.0）＋（当該年度の評価Cの単位数

合計×1.0）} ／ 当該年度の総履修登録単位数 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

 入学時及び各学年の 4 月のオリエンテーション時配布する

「履修の手引き」に記載して周知 
 大学公式サイトのコンテンツ「大学等における修学の支援

（高等教育無償化）に関する機関要件確認のための情報公

開」に[ ５ 客観的な指標の算出方法]として掲載し公表 

https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/grant-aid.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

《卒業の認定に関する方針の具体的な内容》 

本学では、大学全体のディプロマ・ポリシーと各学科のディプロマ・ポリシーを定めて

いる。大学全体のディプロマ・ポリシーは次の通り。 

 

【長崎国際大学】のディプロマ・ポリシー（本学の学位授与の方針） 

長崎国際大学（以下本学という）は、「人間尊重」を基本理念に、「ホスピタリテ

ィの獲得」をその具体像としています。必須単位数等を定めた学士課程カリキュラム

を履修することによって、身に付けた深い専門的知識と高い技能、及び社会の課題に

対する思考力、判断力、表現力を活用し、主体的に問題解決を行って、地域社会及び

国際社会に貢献することができる人物の育成が目的です。また、この基盤には高い人

間性が存在します。伝統文化や書物からの学びによって、静かに考え、一歩先を読む

態度を育成することが、変化の激しい社会の中にあって、人間性をより豊かにすると

考えています。 

この実現のために、所定の単位数を修得し、ホスピタリティを構成する次の諸能力

を身に付け活用することができる人物に学位を授与します。 

1．専門力 
学士課程カリキュラムに沿って専門的知識・技能を修得し、それらを様々な課題

に適用して解決を図ることができる。 

2．情報収集、分析力 
社会に存在する情報を収集し、それを分析して自己の成長や課題解決等に役立て

ることができる。 

3．コミュニケーション力 
他の人の意見を傾聴するとともに自分の考えを明確にした上で、静かに意見を交

換し、相互理解を図ることができる。 

4.協働・課題解決力 
課題を的確に把握し、他の人と協力して課題解決に向けた方策を立案し、着実に

実行できる。 

5.多様性理解力 
自国の文化を深く理解するとともに他国の文化や障がいを持った人たちを広く受

け入れ、共生に向けた行動がとれる。 

 

また、各学部学科のディプロマ・ポリシーは、次のとおりである。 
 
【人間社会学部 国際観光学科】のディプロマ・ポリシー（本学科の学位授与の方針） 

国際観光学科(以下本学科という)では、全学のディプロマ・ポリシーに基づき、観

光及び関連する領域の専門的知識・技能を修得し、観光産業・事業、国際交流、スポ

ーツによる地域貢献、まちづくりの各分野で実践的に活動できる人材を育成します。

観光及び関連する領域では、特に「人間尊重」を基本理念とした「ホスピタリティの

獲得」が重要です。よって、本学科が求める所定の単位数を修得し、ホスピタリティ

を構成する次の諸能力を身に付け活用することができる人物に学位を授与します。 

1．専門力 

 学位プログラムの基本となる専門的知識・技能を修得し、それらを観光及び地域

社会の様々な課題に適用して解決することができる。 

2．情報収集、分析力 

 社会に存在する情報を収集し、それを分析して自己の成長や観光及び地域社会の

課題解決などに役立てることができる。 

3．コミュニケーション力 

 グローバルな視点で、意見を傾聴するとともに、自分の考えを明確にした上で、

意見を交換し、相互理解を図ることができる。  



  

4. 協働・課題解決力 

 観光及び地域社会の課題を的確に把握し、他の人と協力して課題解決に向けた方

策を立案し、着実に実行できる。  

5. 多様性理解力 

 自国の文化を深く理解するとともに他国の文化を尊重し、障がいの有無などによ

らず、共生に向けた行動がとれる。 

 

【人間社会学部 社会福祉学科】のディプロマ・ポリシー（本学科の学位授与の方針） 

社会福祉学科（以下本学科という）は、大学ディプロマ・ポリシーを基本精神とし

て踏まえた上で、必須単位数等を定めた本学科の学士課程カリキュラムを履修するこ

とによって、身に付けた深い専門的知識と高い技能、及び社会の課題に対する思考

力、判断力、表現力を活用し、主体的に問題解決を行って、地域社会及び国際社会に

貢献することができる人物を育成します。 

また、自らの専門を軸に生涯にわたって学び、人間性を豊かにする以下の諸能力を

身に付け、活用することができる人物に学位を授与します。 

1．専門力 

学士課程カリキュラムに沿って専門的知識・技能を修得し、それらを国際社会、

及び社会生活における様々な課題に適用して解決を図ることができる。  

2．情報収集、分析力 

 社会の課題を情報収集し、分析するための専門的能力を身に付け、そのことを自

己及び社会の成長に役立てることができる。  

3．コミュニケーション力 

 ホスピタリティの精神に基づいて、多様な立場の人々と相互理解を図ることがで

きる。  

4. 協働・課題解決力 

 周りの人々を巻き込んで、協力して課題解決に向けた方策を立案し、着実に実行

できる。  

5. 多様性理解力 

 世代間や障がい等による人間の多様性について理解し、真の共生社会を実現する

ための活動ができる。 

 

【健康管理学部 健康栄養学科】のディプロマ・ポリシー（本学科の学位授与の方針） 

健康栄養学科（以下本学科という）では、全学のディプロマ・ポリシーに基づき、

食と健康に関連する領域の専門的知識・技能を修得し、「健康管理」および「栄養の

指導」ができ実践的に活動できる人材を育成します。栄養・食生活を通して人々の健

康と幸福に寄与する管理栄養士として、専門的知識・技能を身につけるだけでなく、

人間尊重を基本理念としたホスピタリティを獲得し、コミュニケーション能力とプレ

ゼンテーション能力に長けることが大切です。よって、本学科が求める所定の単位数

を修得し、栄養士・管理栄養士として必要な基礎と専門的知識・技能のみならず、ホ

スピタリティを構成する次の諸能力を身につけ活用することができる人物に学位を授

与します。 

1．専門力 

 学位プログラムの基本となる専門的知識・技能を修得し、それらを健康・栄養・

食生活に関する様々な課題に適用して解決することができる。  

2．情報収集、分析力 

社会に存在する情報を収集・分析し、地域の健康・栄養・食生活に関する課題の

抽出を行い、それらの解決などに役立てることができる。 

3．コミュニケーション力 

管理栄養士としての専門的な視点を持ち、様々な意見を傾聴することができると

ともに、自分の考えを明確にした上で意見交換し、相互理解を図ることができる。  

4. 協働・課題解決力 



  

健康・栄養・食生活に関する課題を的確に把握し、管理栄養士としての専門的な

視点を持ち、他の人と協力して解決に向けた方策を立案して解決することができ

る。  

5. 多様性理解力 

  自国および多様な地域に暮らす人々の文化やあらゆるライフステージ、また様々

疾患や障がいを有する人など多種多様な人の状況を深く理解するとともに、他国や

他地域の文化や多様な人を広く受け入れ、共生に向けた行動ができる。 

 

【薬学部 薬学科】のディプロマ・ポリシー（本学科の学位授与の方針） 

薬学部薬学科（以下本学科という）では、本学建学の基本理念「人間尊重」を理解

し、薬学に関する専門的知識・技能を備え、医療薬学の分野で実践的に活躍できる医

療人（薬剤師）を養成するため、学生の「ホスピタリティ」獲得を目的とした教育を

実践します。 

よって、本学科が求める所定の単位数を修得し、次のホスピタリティを構成する５

つの能力を有すると認められる学生に、「学士（薬学）」の学位を授与します。  

1. 専門力 

 薬の専門家として高度化・複雑化する社会の医療ニーズに対応するために必要な

知識を備えている。 

 医療の進歩に関心を払い、生涯にわたり学び続けることができる。 

2. 情報収集、分析力 

 高度化・複雑化する医療や薬学に関する諸問題について、有用な科学的データを

選択し、自ら論理的に思考・判断できる。 

3. コミュニケーション力 

 薬の専門家として多様な患者に対するコミュニケーション能力を備えている。 

 薬の専門家としてチーム医療に必要なコミュニケーション能力を備えている 

4. 協働・課題解決力 

 薬の専門家としての基礎的な科学力・研究能力を備えている。 

 薬の専門家として安全で適切な薬物療法に責任を持ち、患者や医師・看護師等に

対し的確な情報提供を行うことができる。 

 薬の専門家として後進の指導に当たる意欲と教育能力を備えている。 

5. 多様性理解力 

 患者・生活者本位の視点、倫理観及び責任感を持って地域医療・保健・環境衛生

に参画することができる。 

 

《卒業の認定に関する方針の適切な実施状況》 

ディプロマ・ポリシーでは、ホスピタリティの獲得と卒業要件単位の修得、そして一定

水準以上の卒業論文の合格を3つの卒業要件とすることが明記されている。 

ホスピタリティの獲得に関しては、本資料２に記載したように、学生が「ホスピタリテ

ィ・ルーブリック」を基に省察を行った後、教員による面談を行い、最終的には卒業ポー

トフォリオとして提出し、教授会でホスピタリティの獲得を判定する。 

また、一定水準以上の卒業論文やディプロマ・ポリシーで求められる諸能力の獲得に関

しては、外部評価委員に評価をお願いし教授会でその結果を認定することとしている。 

このようにディプロマ・ポリシーに求められている 3 要素については、厳格に判定され

ている。 
 

《卒業の要件及び卒業判定の手順》 

卒業認定の各学部学科の卒業要件単位数は、以下のとおりである。 

修業年限以上在学し、所定の授業科目の単位を修得した者を、学部教授会の議を経

て、学長が卒業を認定している。 

 
 



  

卒業に要する最低取得単位数 
 

 
全 学 
共 通 
科目群 

学 部 
共 通 
科 目 

学 科 
専 門 
科目群 

自 由 
選 択 
科 目 

卒業に
要する
最低取
得単位 

人間社会学部国際観光学科 32 4 80 8 124 

人間社会学部社会福祉学科 32 4 80 8 124 

健康管理学部健康栄養学科 28 － 94 4 126 

薬学部薬学科 
（2019年度以前の入学生） 

30 － 162.5 － 192.5 

薬学部薬学科 
（2020年度以降の入学生） 

30 － 162 － 192 
 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

 入学時及び各学年の 4 月のオリエンテーション時配布する

「履修の手引」に記載して周知 
 大学公式サイトのコンテンツ「目的と 3 つのポリシー、ア

セスメント・ポリシー」の項目「ディプロマ・ポリシー（本

学の学位授与の方針）」及び「学部のポリシー」の各学科の

「ディプロマ・ポリシー（本学科の学位授与の方針）」に掲

載して公表 
https://www1.niu.ac.jp/about/policy/ 

 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 長崎国際大学 

設置者名 学校法人九州文化学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 

 学校法人公式サイトに掲載して公表 
http://kyubun.ed.jp/data/ 

 大学公式サイトのコンテンツ「大学等における

修学の支援（高等教育無償化）に関する機関要件

確認のための情報公開」から学校法人公式サイ

トの当該コンテンツへリンクを掲載 
https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/grant-
aid.html 

 

収支計算書又は損益計算書 

 学校法人公式サイトに掲載して公表 
http://kyubun.ed.jp/data/ 

 大学公式サイトのコンテンツ「大学等における

修学の支援（高等教育無償化）に関する機関要件

確認のための情報公開」から学校法人公式サイ

トの当該コンテンツへリンクを掲載 
https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/grant-
aid.html 

 

財産目録 

 学校法人公式サイトに掲載して公表 
http://kyubun.ed.jp/data/ 

 大学公式サイトのコンテンツ「大学等における

修学の支援（高等教育無償化）に関する機関要件

確認のための情報公開」から学校法人公式サイ

トの当該コンテンツへリンクを掲載 
https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/grant-
aid.html 

 

事業報告書 

 学校法人公式サイトに掲載して公表 
http://kyubun.ed.jp/data/ 

 大学公式サイトのコンテンツ「大学等における

修学の支援（高等教育無償化）に関する機関要件

確認のための情報公開」から学校法人公式サイ

トの当該コンテンツへリンクを掲載 
https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/grant-
aid.html 

 

監事による監査報告（書） 

 学校法人公式サイトに掲載して公表 
http://kyubun.ed.jp/data/ 

 大学公式サイトのコンテンツ「大学等における

修学の支援（高等教育無償化）に関する機関要件

確認のための情報公開」から学校法人公式サイ



  

トの当該コンテンツへリンクを掲載 
https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/grant-
aid.html 

 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単年度計画（名称：令和 3 年度事業計画書 令和 3 年 3 月 学校法人 九州文化学園   

対象年度：令和 3 年度） 

 公表方法：学校法人公式サイトのコンテンツ「情報公開」に全文を掲載・公表 

http://kyubun.ed.jp/data/ 

中長期計画（名称：学校法人九州文化学園 中期計画 令和 3 年度～令和 7 年度（五ヶ年）

対象年度：令和 3 年度～令和 7 年度 ）                 

 公表方法： 

学校法人公式サイトのコンテンツ「情報公開」に抜粋して掲載・公表 

http://kyubun.ed.jp/data/ 

 大学公式サイトのコンテンツ「大学等における修学の支援（高等教育無償化）に関す

る機関要件確認のための情報公開」から学校法人公式サイトの当該コンテンツへリン

クを掲載 

https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/grant-aid.html 

 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法： 

 公表方法：大学公式サイトのコンテンツ「情報公開」の項目「自己点検・評価につい

て」に掲載して公表 

  https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/ 

 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法： 

 大学公式サイトのコンテンツ「情報公開」の項目「大学機関別認証評価について」に

掲載して公表 

  https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure//3329.html 

 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1 項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人間社会学部国際観光学科  

教育研究上の目的（公表方法： 

 入学時及び各学年の 4 月のオリエンテーション時配布する「履修の手引」に記載して

周知 

 大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」の

項目「学科の目的」に記載して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/  ） 

（概要） 

＜学科の目的＞ 

国際観光学科は、観光及び関連する領域の専門的知識・技能を修得し、観光産業・事業、

国際交流、まちづくりの各分野で実践的に活動できる人材を育成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

 入学時及び各学年の 4 月のオリエンテーション時配布する「履修の手引」に記載

して周知 

 大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」

の項目「学部のポリシー」における人間社会学部国際観光学科の「ディプロマ・ポ

リシー（本学科の学位授与の方針）」に記載して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/ ） 

（概要） 

国際観光学科の卒業の認定に関する方針は、以下のように定めている。 

≪ディプロマ・ポリシー（本学科の学位授与の方針）≫ 

国際観光学科（以下本学科という）では、全学のディプロマ・ポリシーに基づき、観

光及び関連する領域の専門的知識・技能を修得し、観光産業・事業、国際交流、スポー

ツによる地域貢献、まちづくりの各分野で実践的に活動できる人材を育成します。観光

及び関連する領域では、特に「人間尊重」を基本理念とした「ホスピタリティの獲得」

が重要です。よって、本学科が求める所定の単位数を修得し、ホスピタリティを構成す

る次の諸能力を身に付け活用することができる人物に学位を授与します。 

(1) 専門力 

学位プログラムの基本となる専門的知識・技能を修得し、それらを観光及び地域社

会の様々な課題に適用して解決することができる。 

(2) 情報収集、分析力 

社会に存在する情報を収集し、それを分析して自己の成長や観光及び地域社会の課

題解決などに役立てることができる。 

(3) コミュニケーション力 

グローバルな視点で、意見を傾聴するとともに、自分の考えを明確にした上で、意

見を交換し、相互理解を図ることができる。 

(4) 協働・課題解決力 

観光及び地域社会の課題を的確に把握し、他の人と協力して課題解決に向けた方策

を立案し、着実に実行できる。 

(5) 多様性理解力 

自国の文化を深く理解するとともに他国の文化を尊重し、障がいの有無などによら

ず、共生に向けた行動がとれる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

 入学時及び各学年の 4 月のオリエンテーション時配布する「履修の手引」に記載

して周知 



  

 大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」

の項目「学部のポリシー」における人間社会学部国際観光学科の「カリキュラム・

ポリシー（本学科のディプロマ・ポリシーを達成するための教育課程編成方針）」

に記載して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/ ）              ） 

（概要） 

国際観光学科の教育課程の編成及び実施に関する方針は、以下のように定めている。 

≪カリキュラム・ポリシー 

（本学科のディプロマ・ポリシーを達成するための教育課程編成方針）≫ 

本学科では、全学のカリキュラム・ポリシーをもとに、以下の観点からカリキュラムを編

成します。 

A. 教育内容 

初年次教育や教養教育に関しては全学のディプロマ・ポリシーに従って展開し、専門教育

に関しては、次の方針で臨みます。 

〇 専門教育 

①  高年次のハイ・インパクト・プラクティス（教育効果の高い学外での体験実

習）の基盤となる経験や学びをカリキュラムに組み込み、ホスピタリティを構

成する諸能力や次世代の教育に携わる人材となるための知識・技能を段階的に

身に付けることができるようなカリキュラムを編成します。 

②  全学共通科目及び学部共通科目を通して、社会人として必要な幅広い教養や

ホスピタリティ精神の習得を図ります。 

③  学科共通科目では、観光学の根幹を学ぶための科目を配置し、観光学の基礎

的知識を理解し、多文化が共生する現代社会の諸問題を解決するための能力の

伸長を図ります。 

④  3 つの専門コースから選択したコース科目を中心に学ぶことにより、専門的

な知識・技能と分析能力の向上を図ります。 

⑤  ハイ・インパクト・プラクティスとして設定した「国内観光研修」「海外観

光研修」「語学研修」「海外留学」「インターンシップ」「長期インターンシ

ップ」「地域連携活動」等の学外での学びを通して、主体性を持って多様な人々

と協働して学ぶ態度を身に付けるとともに、現場で学んだことを活かし成長す

ることを可能にします。 

⑥  少人数の専門演習、及び卒業研究では、特定のテーマに関する調査・研究に

よって知識を深め、その学修成果を発表することにより表現力を身に付けると

ともに、様々な問題解決のための思考力・判断力の向上を図ります。 

B. 教育方法 

アクティブ・ラーニングを全授業科目で展開するとともに、その成果を生かす研修や実

習を組み込み、毎日の授業をディプロマ・ポリシーで掲げた能力・態度の形成につなげま

す。 

また、学生一人ひとりに対して担任となる教員を決め、全学のディプロマ・ポリシーに

沿った教育を行い、それぞれの長所を伸ばし、短所を修正するための適切な学修支援を行

います。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

  大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」

の項目「学部のポリシー」における人間社会学部国際観光学科の「アドミッション・

ポリシー（本学科が受け入れ、教育したいと考えている入学者像）」に記載して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/                  ） 

 



  

（概要） 

国際観光学科の入学者の受入れに関する方針は、以下のように定めている。 

≪アドミッション・ポリシー 

（本学科が受け入れ、教育したいと考えている入学者像）≫ 

本学科では、本学の理念に掲げる人物を育成するために、本学の教育方針を理解し、それ

を受け入れ、主体的に学修を進めることができる次のような入学者を求めています。 

① 高等学校の履修内容を幅広く獲得している人。 

このために本学科では、入学者選抜試験の学力検査として「学生募集要項」に記載してい

る科目を用います。 

② 高等学校までの知識・技能を活用して、学内外の課題解決に取り組んだ経験がある人。 

③ スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動等を通して学校内外での社会的な課題に

取り組んだ経験がある人。 

④ 日本文化や書物から多くの学びを得た人、あるいはその学びを身に付けたいと考えて

いる人。 

⑤ 国際観光学科の学びである観光産業・事業、国際交流、スポーツによる地域貢献、ま

ちづくり等に関心があり、そこで獲得した能力・態度を社会で生かしたいという強い

希望を持っている人。 

⑥ 大学での履修を円滑に進めるために、自己の不足する能力の向上に、入学前から取り

組むことができる人。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

学部等名 人間社会学部社会福祉学科 

教育研究上の目的 

（公表方法： 

 入学時及び各学年の4月のオリエンテーション時配布する「履修の手引き」に記載して

周知 
 大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」の

項目「学科の目的」に記載して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/ ） 
 

（概要） 

＜学科の目的＞ 

社会福祉学科は、社会福祉及び関連する領域の専門的知識・技能を修得し、福祉行

政・計画、福祉臨床、福祉経営の各分野で実践的に活動できる人材を育成する。 

 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法： 

 入学時及び各学年の4月のオリエンテーション時配布する「履修の手引き」に記載して

周知 
 大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」の

項目「学部のポリシー」における人間社会学部社会福祉学科の「ディプロマ・ポリシ

ー（本学科の学位授与の方針）」に記載して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/ ） 

（概要） 

  社会福祉学科の卒業の認定に関する方針は、以下のように定めている。 

≪ディプロマ・ポリシー（本学科の学位授与の方針）≫ 

社会福祉学科（以下本学科という）は、大学ディプロマ・ポリシーを基本精神とし

て踏まえた上で、必須単位数等を定めた本学科の学士課程カリキュラムを履修するこ

とによって、身に付けた深い専門的知識と高い技能、及び社会の課題に対する思考

力、判断力、表現力を活用し、主体的に問題解決を行って、地域社会及び国際社会に

貢献することができる人物を育成します。 

また、自らの専門を軸に生涯にわたって学び、人間性を豊かにする以下の諸能力を

身に付け、活用することができる人物に学位を授与します。 

(1) 専門力 

学士課程カリキュラムに沿って専門的知識・技能を修得し、それらを国際社

会、及び社会生活における様々な課題に適用して解決を図ることができる。 

(2) 情報収集、分析力 

社会の課題を情報収集し、分析するための専門的能力を身に付け、そのこと

を自己及び社会の成長に役立てることができる。 

(3) コミュニケーション力 

ホスピタリティの精神に基づいて、多様な立場の人々と相互理解を図ること

ができる。 

(4) 協働・課題解決力 

周りの人々を巻き込んで、協力して課題解決に向けた方策を立案し、着実に実

行できる。 

(5) 多様性理解力 

世代間や障がい等による人間の多様性について理解し、真の共生社会を実現

するための活動ができる。 

 

 
 



  

教育課程の編成及び実施に関する方針 
（公表方法： 

 入学時及び各学年の4月のオリエンテーション時配布する「履修の手引き」に記載して

周知 
 大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」の

項目「学部のポリシー」における人間社会学部社会福祉学科の「カリキュラム・ポリ

シー（本学科のディプロマ・ポリシーを達成するための教育課程編成方針）」に記載

して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/ ） 
 

（概要） 

社会福祉学科における教育課程の編成及び実施に関する方針は、以下のように定めて

いる。 

≪カリキュラム・ポリシー 

（本学科のディプロマ・ポリシーを達成するための教育課程編成方針）≫  

本学科では、大学カリキュラム・ポリシーを基本精神として踏まえた上で、初年次

教育（１年生）、教養教育、及び専門教育の授業科目を、難易度順に積み重ね、体系的

にしっかりと学修できるように科目を学年配置します。そして、講義や実習を効果的

に組み合わせることにより、真に学問を体得できる編成をします。 

 

A．教育内容 

 〇 初年次教育 

   教養セミナー（ゼミ）を軸に、４年間の学修の基盤となる大学理念、学修態

度の基盤形成、ホスピタリティに関する知識とその精神を身に付けられるカリ

キュラムを編成しています。 

 〇 教養教育 

   生涯にわたって自ら学び続ける基礎的教養を身に付けます。 

 〇 専門教育 

①専門教育のカリキュラムは、学生が個々の学問的関心と探究心を抱くように

編成されています。特に、専門演習、卒業研究は少人数のゼミナールという形

でより深く探究できる形式となっており、これらを通してポートフォリオの作

成や省察が行うことが出来ます。 

② 学科共通科目では、社会福祉の知識・技術を理解し実践できるための科目を

段階的に学び、専門的な観点から人間と社会を理解する視点を身に付けます。 

③ コース科目と学科自由選択科目の学びを通じて、人をかけがえのかない存在

として捉え、生活課題を抱える人々を支援し、国際社会、及び地域社会の課

題に対応する能力を身に付け、様々な問題解決のための思考力・判断力の向

上を図ります。 

④ 専門家としての知識・技能・表現力・適切な態度を身に付けるために、学修

過程の成果物を蓄積し、ルーブリックによる評価を行いながらポートフォリ

オを形成します。 

⑤ 社会福祉士、介護福祉士、精神保健福祉士の国家試験受験資格をはじめ、ス

クールソーシャルワーカー、教育職員免許状、福祉心理士、障がい者スポー

ツ指導員（初級）、生きがい情報士の資格が取得できるカリキュラムを編成

しています。なお、社会福祉主事任用資格は卒業と同時に全員が取得できま

す。 

 

B．教育方法 

全学のディプロマ・ポリシーに沿った、アクティブ・ラーニング（本学科では、

学修者が主体的・能動的・協働的に学べる学修法とする）を授業科目で展開する

とともに、その成果を活かす演習や実習科目を組み込み、毎日の授業をディプロ



  

マ・ポリシーで掲げた能力・態度の形成につなげます。 

また、学生一人ひとりに対して担任となる教員を決め、ポートフォリオを活用

した面談を行うことによって、それぞれの長所を伸ばし、短所を修正するための

適切な学修支援を行います。ポートフォリオは、大学での学びやその成果、担任

教員との面談記録等からの学びを記録したものであり、各学生の成長の記録と位

置付けています。 

 

入学者の受入れに関する方針 
（公表方法： 

 大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」の

項目「学部のポリシー」における人間社会学部社会福祉学科の「アドミッション・ポ

リシー（本学科が受け入れ、教育したいと考えている入学者像）」に記載して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/ ） 
 

（概要） 

社会福祉学科の入学者の受入れに関する方針は、以下のように定めている。 

≪アドミッション・ポリシー 

（本学科が受け入れ、教育したいと考えている入学者像）≫  

本学科では、大学アドミッション・ポリシーを基本精神として踏まえた上で、本

学科のディプロマ・ポリシーに掲げる人物を育成するために、教育方針を理解し、

主体的に学修を進めることができる入学者を求めています。 

① 高等学校の履修内容を幅広く獲得している人。 

このために本学科では、入学者選抜試験の学力検査として「学生募集要項」に

記載している科目を用います。 

② 学級活動、部活動、ボランティア活動、スポーツ活動などを通じて、周囲の大

人や友人と協力して課題に取り組んだ経験のある人。 

③ 学習意欲について、本学科で開講する社会福祉やその関連領域において、自分

の専門基盤を作る勉強がしたい人。 

④ 福祉関連機関、民間企業や公務員を目指すなど、しっかりと将来設計を考えて

いる人。 

⑤ 国際社会、及び地域社会の活性化に向けて、将来、活躍したい人。 

⑥ 大学での履修を円滑に進めるために、自己の不足する能力の向上に、入学前か

ら取り組むことができる人。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

学部等名 健康管理学部健康栄養学科 

教育研究上の目的 

（公表方法： 

 入学時及び各学年の4月のオリエンテーション時配布する「履修の手引き」に記載して

周知 
 大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」の

項目「学科の目的」に記載して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/ ） 
 

（概要） 

＜学科の目的＞ 

健康栄養学科は、健康と栄養に関する領域の専門的知識・技能を修得し、健康と

栄養の維持・管理の分野で実践的に活動できる栄養士・管理栄養士を育成する。 

 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法： 

 入学時及び各学年の4月のオリエンテーション時配布する「履修の手引き」に記載して

周知 
 大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」の

項目「学部のポリシー」における健康管理学部健康栄養学科の「ディプロマ・ポリシ

ー（本学科の学位授与の方針）」に記載して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/ ） 
 

（概要） 

健康栄養学科の卒業の認定に関する方針については、以下のように定めている。 

≪ディプロマ・ポリシー（本学科の学位授与の方針）≫ 

健康栄養学科（以下本学科という）では、全学のディプロマ・ポリシーに基づき、

食と健康に関連する領域の専門的知識・技能を修得し、「健康管理」および「栄養の

指導」ができ実践的に活動できる人材を育成します。栄養・食生活を通して人々の健

康と幸福に寄与する管理栄養士として、専門的知識・技能を身につけるだけでなく、

人間尊重を基本理念としたホスピタリティを獲得し、コミュニケーション能力とプレ

ゼンテーション能力に長けることが大切です。よって、本学科が求める所定の単位数

を修得し、栄養士・管理栄養士として必要な基礎と専門的知識・技能のみならず、ホ

スピタリティを構成する次の諸能力を身につけ活用することができる人物に学位を

授与します。 

(1) 専門力 

学位プログラムの基本となる専門的知識・技能を修得し、それらを健康・栄

養・食生活に関する様々な課題に適用して解決することができる。 

 

(2) 情報収集、分析力 

社会に存在する情報を収集・分析し、地域の健康・栄養・食生活に関する課題

の抽出を行い、それらの解決などに役立てることができる。 

(3) コミュニケーション力 

管理栄養士としての専門的な視点を持ち、様々な意見を傾聴することができ

るとともに、自分の考えを明確にした上で意見交換し、相互理解を図ることがで

きる。 

(4) 協働・課題解決力 

健康・栄養・食生活に関する課題を的確に把握し、管理栄養士としての専門的

な視点を持ち、他の人と協力して解決に向けた方策を立案して解決することが

できる。 



  

(5) 多様性理解力 

自国および多様な地域に暮らす人々の文化やあらゆるライフステージ、また

様々な疾患や障がいを有する人など多種多様な人の状況を深く理解するととも

に、他国や他地域の文化や多様な人を広く受け入れ、共生に向けた行動ができ

る。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法： 

 入学時及び各学年の4月のオリエンテーション時配布する「履修の手引き」に記載して

周知 
 大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」の

項目「学部のポリシー」における健康管理学部健康栄養学科の「カリキュラム・ポリ

シー（本学科のディプロマ・ポリシーを達成するための教育課程編成方針）」に記載

して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/ ） 
 

（概要） 

健康栄養学科の教育課程の編成及び実施に関する方針は、以下のように定めている。 

≪カリキュラム・ポリシー 

（本学科のディプロマ・ポリシーを達成するための教育課程編成方針）≫  

本学科では、全学のカリキュラム・ポリシーを基に、以下の視点からカリキュラムを

編成します。 

A．教育内容 

  初年次教育や教養教育に関しては、全学のディプロマ・ポリシーに従い、全学

共通科目を通して、栄養士・管理栄養士として幅広い教養やホスピタリティの精

神の基盤を身につけます。さらに専門教育に関しては、次の方針で臨みます。 

○ 専門教育 

① 栄養学と関わりの深い化学、生物学に関する基礎科目を設定し、講義や実習

を通して専門基礎科目を学ぶための基礎を身につけます。 

② 栄養学の専門基礎科目群として社会・環境と健康、人体の構造と機能および

疾病の成り立ち、食べ物と健康の分野の科目を設定し、講義や実習を通して専

門的知識・技能の基礎を身につけます。 

③ 栄養学の専門基幹科目群として基礎栄養学、応用栄養学、栄養教育論、臨床

栄養学、公衆栄養学、給食経営管理論の分野の科目を設定し、講義や実習を通

して専門的知識・技能を身につけます。 

④ 専門的知識・技能をもとに、総合演習Ⅰを経て３年次以降のハイ・インパク

ト・プラクティス（教育効果の高い学外での体験実習：臨地実習）で専門的知

識・技能の統合を図り、社会性や協調性を育むとともに実践的知識と技術を身

につけます。 

⑤ 総合演習Ⅱと管理栄養士演習、栄養学専門演習を通して、栄養学の知識を再

確認します。さらに卒業研究において、特定のテーマに関する実験・調査研究

によって調査や分析方法の技能を修得し、知識を深め、それらを発表すること

により表現力を養います。これにより様々な問題解決のための論理的思考力・

判断力を総合的に身につけます。 

 

B．教育方法 

  アクティブ・ラーニングを全授業科目で展開するとともに、その成果を生かす

演習や実習を組み込み、毎日の授業をディプロマ・ポリシーで掲げた能力・態度

の形成につなげます。 

 

 



  

 
 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法： 

 大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」の

項目「学部のポリシー」における健康管理学部健康栄養学科の「アドミッション・ポ

リシー（本学科が受け入れ、教育したいと考えている入学者像）」に記載して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/ ） 
 

（概要） 

健康栄養学科の入学者の受入れに関する方針は以下のように定めている。 

≪アドミッション・ポリシー 

（本学科が受け入れ、教育したいと考えている入学者像）≫  

本学科では、本学の理念に掲げる人物を育成するために、本学の教育方針を理解し、

それを素直に受け入れて主体的に学修を進めることができる次のような入学者を求

めます。 

① 高等学校の履修内容を幅広く獲得している人。 

このために本学科では、入学者選抜試験の学力検査として「学生募集要項」に記載

している科目を用います。 

② 高等学校までの知識・技能を活用して課題解決を行った経験がある人。 

③ ボランティア活動等を通して学校内外で社会的な課題に取り組んだ経験のある

人。 

④ 自己の不足する能力向上のために、入学前から粘り強く取り組むことができ、失

敗に屈せず、自分を成長させようとする人。 

⑤ 食や健康に関する出来事やそれらに関わる専門職に興味があり、大学で得た能

力・態度を社会で生かし管理栄養士として活動したいという強い希望を持っている

人。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

学部等名 薬学部薬学科 
教育研究上の目的 

（公表方法： 

 入学時及び各学年の4月のオリエンテーション時配布する「履修の手引き」に記載し

て周知 
 大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」の

項目「学科の目的」に記載して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/ ） 
 

（概要） 

 ＜学科の目的＞ 

薬学科は、人間尊重を理念に薬学に関する専門的知識・技能を修得し、医療薬学

分野の研究を遂行できかつ実践的に活動できる薬剤師を育成する。 

  

卒業の認定に関する方針 

（公表方法： 

 入学時及び各学年の4月のオリエンテーション時配布する「履修の手引き」に記載し

て周知 
 大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」の

項目「学部のポリシー」における薬学部薬学科の「ディプロマ・ポリシー（本学科の

学位授与の方針）」に記載して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/ ） 
 

（概要） 

薬学科の卒業の認定に関する方針は、以下のように定めている。 

≪ディプロマ・ポリシー（本学科の学位授与の方針）≫ 

 薬学部薬学科（以下本学科という）では、本学建学の基本理念「人間尊重」を理

解し、薬学に関する専門的知識・技能を備え、医療薬学の分野で実践的に活躍でき

る医療人（薬剤師）を養成するため、学生の「ホスピタリティ」獲得を目的とした

教育を実践します。 

 よって、本学科が求める所定の単位数を修得し、次のホスピタリティを構成する

５つの能力を有すると認められる学生に、「学士（薬学）」の学位を授与します。  

⑴ 専門力 

 薬の専門家として高度化・複雑化する社会の医療ニーズに対応するために必

要な知識を備えている。 

 医療の進歩に関心を払い、生涯にわたり学び続けることができる。 

⑵ 情報収集、分析力 

 高度化・複雑化する医療や薬学に関する諸問題について、有用な科学的デー

タを選択し、自ら論理的に思考・判断できる。 

⑶ コミュニケーション力 

 薬の専門家として多様な患者に対するコミュニケーション能力を備えてい

る。 

 薬の専門家としてチーム医療に必要なコミュニケーション能力を備えている 

⑷ 協働・課題解決力 

 薬の専門家としての基礎的な科学力・研究能力を備えている。 

 薬の専門家として安全で適切な薬物療法に責任を持ち、患者や医師・看護師

等に対し的確な情報提供を行うことができる。 

 薬の専門家として後進の指導に当たる意欲と教育能力を備えている。 



  

⑸ 多様性理解力 

 患者・生活者本位の視点、倫理観及び責任感を持って地域医療・保健・環境

衛生に参画することができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法： 

 入学時及び各学年の4月のオリエンテーション時配布する「履修の手引き」に記載し

て周知 
 大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」の

項目「学部のポリシー」における薬学部薬学科の「カリキュラム・ポリシー（本学科

のディプロマ・ポリシーを達成するための教育課程編成方針）」に記載して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/ ） 
 

（概要） 

薬学科の教育課程の編成及び実施に関する方針は、以下のように定めている。 

 

≪カリキュラム・ポリシー 

（本学科のディプロマ・ポリシーを達成するための教育課程編成方針）≫ 

本学科では、全学共通科目・薬学専門科目に加え、本学建学の理念である「人間尊

重」を重視した独自の科目を加えた体系的なカリキュラム（学位プログラム）を通じ

て、ディプロマ・ポリシーに示す素養および能力を有する学生の育成を実施します。 

   教育内容 

初年次教育や教養教育に関しては、全学のディプロマ・ポリシーに従って展開し

ます。 

また、全授業科目を通して、社会人・医療人・薬剤師として必要な基本的教養、

および「人間尊重」に基づく豊かな人間性を身につけます。 

〇 専門科目 

① 早期体験学習・臨床体験学習・ヒューマニズム教育等を通して、社会が求め

る医療人としての責任感・倫理観、医療人として生涯学び続ける心構えを修得

します。 

② 薬学教育専門科目を、順次性を持って学修することで、薬剤師に必要な知識

と技能を効率よく修得します。 

③ 薬学実務実習を通して、幅広い薬剤師業務に必要な知識、技能、態度を修得

します。 

④ 他学部と連携した高齢者医療・在宅介護に重点をおいた科目を通して、予防

医学や地域医療に貢献できる薬剤師としての実践力を修得します。 

⑤ 薬学の専門知識と技能の融合を目的とした総合演習科目を通して、薬剤師と

しての実践力を修得します。 

⑥ 卒業研究を通して、深い専門性、研究する心と態度、問題発見・解決の能力、

さらに後進の指導にあたる能力を修得します。 

 教育方法 

① 入学から卒業まで、担任教員が中心となって一貫した個別指導を実施しま

す。 

② 初年次教育では基礎科目において少人数クラス授業を導入、多様な入学者が

主体的な学びを実践できるように配慮します。 

③ 講義・実習・演習など様々な教育方法を用いて、ディプロマ・ポリシーに示

す素養および能力（専門力、情報収集・分析力、コミュニケーション力、協働・

課題解決力、多様性理解力）の育成を図ります。また、外部評価者が参加する

科目では、客観的な視点を取り入れた教育・評価を実施します。 

④ アクティブ・ラーニングを全授業科目に導入することで、能動的学習態度を

醸成します。 

 



  

 
 
 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法： 

 大学公式サイトのコンテンツ「目的と３つのポリシー、アセスメント・ポリシー」の

項目「学部のポリシー」における薬学部薬学科の「アドミッション・ポリシー（本学

科が受け入れ、教育したいと考えている入学者像）」に記載して公表。 

https://www1.niu.ac.jp/about/policy/ ） 
 

（概要） 

薬学科の入学者の受入れに関する方針は、以下のように定めている。 

≪アドミッション・ポリシー 

（本学科が受け入れ、教育したいと考えている入学者像）≫ 

本学科は、本学の基本理念である「人間尊重」を理解する医療人（薬剤師）を育成

するために、本学の教育方針を理解し、将来医療に従事する者として非喫煙を含め自

らの健康に留意するとともに、主体的に学修を進めることができる学生を求めていま

す。 

また、入学後の学修において、化学系薬学、生物系薬学、物理系薬学の3つが基礎的

な分野となることから、「化学」、「生物」、「物理」の基礎をしっかり学習してお

くことが重要です。したがって、大学での履修を円滑にするために、学力の維持また

は向上に入学前から取り組む必要が有ります。 

① 高等学校の履修内容を幅広く、積極的に学習している人。 

     このために本学科では、入学者選抜試験の学力検査として「学生募集要項」に

記載している科目を用います。 

② 他者への思いやりを持ち、ボランティア活動や課外活動等を通して社会に奉仕

することができる人。 

③ 社会においては、まわりの意見に耳を傾け、協調して行動できる人。 

④ 進歩著しい医療の世界で必要な絶えず学び続ける強い意志と向上心を持ってい 

る人。 

⑤ 地域医療に貢献することに関心や意欲を持っている人。 

⑥ 大学で獲得した知識や能力を医療の発展に活かしたいと考えている人。 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
 公表方法：大学公式サイトのコンテンツ「大学等における修学の支援（高等教育無償

化）に関する機関要件確認のための情報公開」の項目[ 15「教育研究上の基本組織に

関すること」に掲載して公表 
https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/grant-aid.html 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2 人 － 2 人

人間社会学部 － 15 人 16 人 19 人 3 人 1人 54 人

健康管理学部  6 人 3 人 7人 3人 7人 26 人

薬学部 － 21 人 6 人 12 人 9 人 2人 50 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 43 人 43 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法： 

 【学位】は、大学公式サイトのコンテンツ「情報公開」の項目

「教育情報の公表」における「 ２  修学上の情報等」の「1.教

員組織、各教員が有する学位及び業績」に掲載して公表 

（https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/） 

 【業績】は、大学公式サイトのコンテンツ「教員・研究者（デー

タベース）」において各教員の業績を掲載して公表。 

（https://www1.niu.ac.jp/about/teacher/） 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

FD(Faculty Development)に関しては、毎年度目的、目標及び実施計画を、自己点検・評価委員会で定め

全学教授会で審議している。本学では、FD を大学設置基準第 25 条の 3 及び「長崎国際大学 自己点検・

評価委員会規程」第 2 条 5 に基づき、学部及び大学院の教育内容等の改善のための組織的な研修及び研

究と位置付け、教育力の向上を目的としている。全学 FD 活動として、公開授業の推進、授業アンケート

の実施、教育向上研究会（各種講演会等）、大学間連携の FD 活動（九州西部地域大学・短期大学連合産学

官連携プラットフォーム及び包括連携協定校との合同 FD 等）を実施している。FD は、全学教授会終了後

に開催する他、WEB を利用した開催など工夫して、参加しやすい実施計画としている。 

平成 30(2018)年度からは、新任教員を対象とした「授業研修会」を開催している。授業に対する意見交

換や授業参観、外部講師を招いての講演会、また、授業公開等を計画し、授業改善を行うとともに、報告

書をまとめている。さらに、専任教員に対しては、FD の効果や教育内容・方法等の改善が見られている

かを確認するため、教員個人の諸活動の報告書を印刷・刊行しているほか、教員の人事考課を平成

27(2015)年より実施している。優れた取組みについてはベストティーチャー賞の顕彰等、教育活動の評価

を積極的に行っている。 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間社会学部 260 人 254 人 97.7％ 1,100 人 1,210 人110.0％ 30 人 23 人 

健康管理学部 80 人 61 人 76.3％ 340 人 307 人 90.3％ 10 人 8 人 

薬学部 120 人 123 人 102.5％ 720 人 719 人 99.7％ 0 人 2人 

合計 460 人 438 人 95.2％ 2,160 人 2,236 人103.5％ 40 人 33 人 

（備考） 

 



  

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間社会学部 
307 人

（100％）

10 人

（3.3％）

238 人 

（77.5％） 

59 人

（19.2％）

健康管理学部 
69 人

（100％）

1人

（1.4％）

65 人 

（94.2％） 

3 人

（4.3％）

薬学部 
118 人

（100％）

1人

（0.8％）

97 人 

（82.2％） 

20 人

（16.9％）

合計 
494 人

（100％）

12 人

（2.4％）

400 人 

（81.0％） 

82 人

（16.6％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

進学：長崎国際大学大学院・長崎大学大学院 就職：総合メディカル・ＬＥＯＣ・佐世保市役所 

（備考） 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

人間社会学部 
287 人

（100％）

244 人 

（ 85.0％） 

18 人

（ 6.3％）

25 人

（ 8.7％）

0人

（ 0.0％）

健康管理学部 
85 人

（100％）

58 人 

（ 68.2％） 

16 人

（ 18.8％）

8人

（ 9.4％）

3人

（ 3.5％）

合計 
372 人

（100％）

302 人 

（ 81.2％） 

34 人

（ 9.1％）

33 人

（ 8.9％）

3人

（ 0.8％）

（備考） 

 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

薬学部 
131 人

（100％）

84 人 

（ 64.1％） 

33 人

（ 25.2％）

8人

（ 6.1％）

6人

（ 4.6％）

合計 
131 人

（100％）

84 人 

（ 64.1％） 

33 人

（ 25.2％）

8人

（ 6.1％）

6人

（ 4.6％）

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

カリキュラム・ポリシーは、ディプロマ・ポリシー達成のための体系的なカリキュラム編

成をうたい、ディプロマ・ポリシーに掲げた諸能力の獲得を可能とするため、学士課程プ

ログラムを、初年次教育、教養教育、専門教育に分け、講義や演習、実習等を効果的に配

置したカリキュラムとなっている。 

全学共通科目、専門科目に、体系性や難易度を考慮してナンバリングを付与しており、

科目の分野や履修順序が理解される。さらに、ナンバリングをシラバスにも記載すること

で主体的な学修が可能となっている。 



  

シラバスにおいて、①科目名（ナンバリング含む）、②展開方式（講義/演習/実習）、

③単位数、④授業のねらい、⑤アクティブ・ラーニングの類型、⑥学生の授業における到

達目標、⑦評価手段・方法、⑧評価基準、⑨授業の概要、⑩授業外における学修、⑪質問

や課題等のフィードバックの方法、⑫各回のテーマ・授業の内容、⑬各回の予習・復習を

示すことのよって、学生は、自主的・意欲的に授業に臨める。また、本学では、授業全て

において、12に分類されるアクティブ・ラーニングを実施し、これにより、学修者の主体

性を引き出すとともに、能動的に授業への参加を促している。 

  年度初めに、学科学年別オリエンテーションを実施している。オリエンテーションは、教職

協働により年間の授業の計画に関する説明を行っている。学生は、卒業要件、前年度までの成

績、資格取得に係る要件など勘案し、担当教員と相談の上、履修計画を立てる。また、後期開

始時には、前期の成績を踏まえ、履修変更を行うことができる。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

各科目の成績については、シラバスで次の項目を明示し、評価を行っている。 

 ディプロマ・ポリシーで掲げる、ホスピタリティを構成する5つの能力（「専門力」「情

報収集、分析力」「コミュニケーション力」「協働・問題解決力」「多様性理解」）ごと

に、シラバスで次の項目を明示し、評価を行う。 

⑴ 学生の授業における到達目標 

当該科目における到達目標に対する達成度をどのように測るかを記載。受講者が達

成目標に達成したかどうかを判定できる方法と基準を記載している。 

 ⑵ 評価方法・手段、評価比率 

「定期試験」「小テスト」「課題レポート」「口述試験」「実技試験」「グループディスカ

ッション・授業での発表(参加)(取り組み)」「プレゼンテーション」など評価の方法を記

載するとともに、評価方法にあたっての比率も明示している。 
 ⑶ 評価基準および評価手段・方法の補足説明 

学生が、計画的に準備ができるように小テスト実施時期やレポートの提出時期の記

載も合わせて記述している。 

いくつかの成績評価方法を組み合わせることによって評価を行うことを公表し、学

期を通じて学生の学修を促すように配慮している。 

 また、学生の学修成果の評価については、アセスメント・ポリシーに水準、評価の

実施方法について定めている。 

 

  単位認定における、評点と評価基準は次のとおりである。 

評 価 評 点 評価基準 

合 格 

S 100～90 点 
到達目標を十分達成し、きわめて優秀な成績を

修めている。 

A 89～80 点 到達目標を十分に達成している。 

B 79～70 点 到達目標を達成している。 

C 69～60 点 到達目標を最低限達成している。 

不合格 

D 59 点以下 到達目標を達成していない。 

F 
出席不良・

受験放棄 
出席・試験（レポート等の提出）の評価要件を

欠格。 

 
卒業認定については、各学部学科の卒業要件単位数は、以下のとおりである。 

具体的には、修業年限以上在学し、所定の授業科目の単位を修得した者について、当該学

生が在籍する学部教授会の議を経て、学長が卒業を認定している。 



  

 
 

卒業に要する最低取得単位数 

 
 
 

 
全学共通

科目群 

学部共通

科目 

学科専門

科目群 

自由選択

科目 

卒業に要

する最低

取得単位 

人間社会学部国際観光学科 32 4 80 8 124 

人間社会学部社会福祉学科 32 4 80 8 124 

健康管理学部健康栄養学科 28 － 94 4 126 

薬学部薬学科（2019以前の入学生） 30 － 162.5 － 192.5 

薬学部薬学科（2020以降の入学生） 30 － 162 － 192 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人間社会学部 
国際観光学科 124 単位 有 48 単位 

社会福祉学科 124 単位 有 48 単位 

健康管理学部 健康栄養学科 126 単位 有 48 単位 

薬学部 薬学科 192.5（190）単位 有 48 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

 

公表方法： 

 入学時及び各学年の 4 月のオリエンテーション時配布する

「履修の手引」に記載して周知 

 大学公式サイトのコンテンツ 
 大学公式サイトのコンテンツ「大学等における修学の

支援（高等教育無償化）に関する機関要件確認のため

の情報公開」の項目[ 17 ＧＰＡの活用状況 ]に掲載し

て公表 
https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/grant-aid.html 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）

公表方法： 

 大学公式サイトのコンテンツ大学等における修学の

支援（高等教育無償化）に関する機関要件確認のため

の情報公開」の項目[ 18 学生の学修状況に係る参考情

報 ]に掲載して公表 
https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/grant-aid.html 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法： 

 大学公式サイトのコンテンツ「高等教育無償化の機関要件確認のための情報公開」の

項目[ 19 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること ]

に掲載して公表 

https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/grant-aid.html 

 

  



  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人間社会 

国際観光 650,000 円 250,000 円 約 320,000 円

その他の内訳 

・教育充実費： 260,000円 

・ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ/教科書： 
 約 60,000 円 

社会福祉 650,000 円 250,000 円 約 330,000 円

その他の内訳 

・教育充実費： 260,000円 

・ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ/教科書： 
 約 70,000 円 

健康管理 健康栄養 670,000 円 250,000 円 約 420,000 円

その他の内訳 

・教育充実費： 350,000円 

・ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ/教科書/白衣/
電卓等:  約 70,000 円 

薬 薬 1,200,000 円 250,000 円 約 780,000 円

その他の内訳： 

・教育充実費： 700,000円 

・ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ/教科書 

白衣/電卓等 

  約80,000円 
・また、実務実習費につい

ては当該年次までに実費を

徴収する。 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

《学生の修学に係る支援》 

（１）取扱部署：教務課 

（２）取扱時間：日・祝祭日を除く 

平 日 ８：３０～１６：３０  

／土曜日 ８：３０～１３：００ 

（３）取扱事項： 

 履修に関する事項 

 試験に関する事項 

 成績に関する事項 

 免許・資格取得に関する事項 

 成績・卒業見込・資格取得見込証明書の発行 

 各種届受付（教務関係） 

出席管理 

システム 

出席管理システムは、教室にある「IC カードリーダー」に IC 機能付き

学生証をタッチすることで出欠をとることができるシステムです。 

担当教員は、随時、担当学生の出席状況を確認することができます。さ

らに、保護者の方は、家庭からシステムにアクセスすることによって、

学生の出席状況を確認できます。 

読書管理 

システム 

学生の 100 冊読書を支援するシステムです。卒業後の社会で活躍する

際には、社会で流れる多くの情報の真偽を見極め、有用な情報を収集、

分析し、課題解決に向けて組み立て、どのように行動していけばよいか

素早く判断する能力が無くてはなりません。そのため、本学ディプロマ・



  

ポリシーには、書物からの学びによって静かに考え、一歩先を読む態度

により、これからの変化の激しい社会に対応できる人材の育成を掲げて

います。また、学生は、「読んだ本」を登録することで、読んだ本の冊

数、ページ数等がグラフで表示されるとともに、読書後の感想を含んだ

コメントや読書時期が読書ヒストリーとして表示されます。また、他の

人が読んだ本の感想も見ることができるとともに、教員からのコメント

推薦図書も確認できます。 

ルーブリック

評価 

長崎国際大学のディプロマ・ポリシーは、「人間尊重」を基本理念に、

「ホスピタリティの獲得」を掲げています。その中で、ホスピタリティ

の具体像として、次の 5 つの能力を挙げています。 

⑴ 専門力 

⑵ 情報収集力、分析力 

⑶ コミュニケーション力 

⑷ 協働・問題解決力 

⑸ 多様性理解力 

1 年に 2 回（前期と後期）、学生は、自己の成長を診るために「ホスピ

タリティ・ルーブリック」によって、自己評価を行います。次に、この

自己評価とともに、担当教員との面談を行い、自己評価の妥当性を確認

し、最終評価を入力します。このように、自己評価と担当教員との面談

を組み合わせることによって、学生一人ひとりの長所を伸ばし、短所を

修正するための的確な学修支援が可能となっています。 

面談 

システム 

担当教員は、学生との面談後、面談結果を面談システムに入力し、次年

度以降の担当教員に引き継ぎます。これによって、教員間の情報共有が

可能となります。 

TA・SA 

制度 

授業の補助業務のほか、学生個人の学修支援対策として制度化してお

り、TA・SA に対しては研修も実施しています。 

ラーニング 

・コモンズ 

学内 4 か所に設けています。学生の皆さんは、自由に利用でき、自主学

修の場となっています。プレゼンテーションやディスカッションのため

に、電子黒板や可動式の机やイスも配置し、パソコンの貸し出しも行っ

ています。これは、主体的な学修支援の一環と位置付いています。（2021

年度については新型コロナウイルス感染症の影響により、１か所閉鎖

中） 
 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

《学生の進路選択に係る支援》 

（１）取扱部署：キャリアセンター 

（２）取扱時間：日・祝祭日を除く 

  平 日 ８：３０～１７：００  

／土曜日 ８：３０～１３：００ 

（３）取扱事項： 

 キャリア教育、キャリア及び進路支援全般に関する事項 

 進路（就職・進学等）に関する事項 

 資格取得及び公務員試験対策等の特別講座に関する事項 

 

《海外留学及び留学生に係る支援》 

（１）取扱部署：国際交流・留学生支援センター 

（２）取扱時間：日・祝祭日を除く 

平 日 ８：３０～１６：３０ 

 ／土曜日 ８：３０～１３：００ 

（３）取扱事項： 

 国際交流・留学に関する事項 



  

 留学生の生活相談に関する事項 

 留学生の奨学金、アルバイト、アパート及び在留手続き等に関する事項 

 

 キャリア支援を実施する事務組織として、キャリアセンターを設置して、センター長 1 人、

職員 5 人を配置、学生への個別指導・助言、各種セミナーの企画・実施、ガイダンスの開催、

採用情報の提供等に関する各種キャリア支援に取組んでいる。また、学生の相談や履歴書・

エントリーシートの添削、面接指導等の就職全般の相談・指導業務は、キャリアセンターで

随時対応している。教育課程外の取組みとして、キャリアセンターでは企業団体等のパンフ

レット、求人情報等の就職や進学に関わる情報を収集・提供している。また、ガイダンス情

報、各種特別講座の開講情報、求人情報については、ポートフォリオやメールでも必要な情

報を提供している。 
 キャリア形成支援として、全学部学科生を対象として「身だしなみ（マナー）講座」「メイ

クアップセミナー」を、業界ごとの仕事の魅力・醍醐味を理解させるために、業界人を招き

「仕事の魅力発見セミナー」を実施している。 
 学生の就業体験として、教育課程外でもインターンシップを実施している。春休み・夏休み

の合計 2 回募集を行い一人ひとりの希望を聞きながら将来のキャリアプランを考慮した最

適なインターンシップ先の紹介を行いインターンシップの前後には、事前・事後指導を実施

し、実務経験を通したキャリア意識の醸成を支援している。 
 就職支援として、学生と企業の接点を増やすことを目的に学内企業説明会を実施している。

また、福岡地区で毎年開催される業者主催の合同企業説明会への参加では、無料送迎バスを

手配しキャリアセンター職員が引率することで学生の参加促進を図っている。また、学生の

就職に対する意識を高め、実際の就職活動に取組む上での必要事項を周知することを目的

に、人間社会学部・健康管理学部の 3 年次学生を対象に 11 月から 12 月の期間で学科ごと

に各 5 回合計 15 回の就職ガイダンスを実施している。更に回数を増やしマナー講座も取り

入れるとともに、メイクアップ講座付き写真撮影会や強化指定部限定就活ガイダンスを新規

に開催するなど毎年改善を図っている。 
 毎年、10 月に実施される保護者懇談会は、コロナの影響で遠隔での開催となったため保護

者の就職に対する意識改革や本学が取組んでいるキャリア教育への理解と学生の就職活動

を支援してもらう目的で「就職について」と題しビデオをオンデマンドで配信した。 
 企業訪問は、キャリアセンター職員により、卒業生の受入れ企業、団体を中心に学科の特性

に合致する企業約 50 社をピックアップし実施している。併せて、企業が求める人材像のヒ

アリングを実施している。 
 キャリアセンター内に就職活動に必要な書籍・資料を揃えている。さらに、パソコンを常時

3 台設置し、就職関連情報の検索ができる環境を整えた。また、図書館の一角に「就職活動」

のコーナーを設け、200 冊以上の関連書籍を配架していつでも自由に利用できる環境を提供

している。 
 留学生のキャリア支援も強化を実施している。留学生担当職員を設置し、企業開拓、グロー

バル検定の導入、留学生対象の就職ガイダンスの実施及び個別面談を強化した結果、留学生

の卒業生に対する国内就職率は高い水準で推移している。 
 教育課程内については、全学科において「教養セミナー」、国際観光学科及び社会福祉学科

においては学部共通科目として「キャリア開発」、健康栄養学科においては「健康栄養入門」、

薬学科においては「薬学入門」において、職業観の育成や社会人基礎力を身に付ける教育を

行っており、キャリアデザインについての学修や早期体験学習等、各学科の特色に合わせた

内容を実施している。 
 全学共通科目の「学際連携研究」「地域の理解と連携」「在宅医療概論」については、複数

の学科の教員、ゲストスピーカーによるオムニバス等で運営している。「学際連携研究」は

他の専門分野・他職種等との連携、「地域の理解と連携」はテーマを「いのち」と「市民の

一員としての地域との関わり」とし地域理解・地域連携を学び、「在宅医療概論」は専門職

種の役割とその連携の重要性について他学科の学生と交流しながら、各学科の専門分野や考

え方の多様性、専門職種の役割とその連携について学んでいる。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 



  

（概要） 

《学生の心身の健康等に係る支援》https://www1.niu.ac.jp/life/counseling/ 

（１）取扱部署：キャンパスライフ・ヘルスサポートセンター 

（２）取扱時間・取扱事項： 

 キャンパスライフ・ヘルスサポートセンター＜学生相談室＞ 

心理相談、こころの健康調査（UPI）、NIU ランチアワーなど、専門のカウンセラー

が心理カウンセリングを行います。 

◆ 毎週月～金曜日 １０：００～１７：００ 

※長期休暇中（夏休みなど）は、変則となります。 

 キャンパスライフ・ヘルスサポートセンター＜保健室＞ 

心身の健康上の問題などの相談を受けています。 

また、熱中症対策講習会や AED 講習会を実施しています。 

◆ 毎週月～金曜日 ８：３０～１７：００ 

 キャンパスライフ・ヘルスサポートセンター＜学生生活サポート室＞ 

修学や学生生活で困っていること、サポートしてほしいことの相談を受けています。 

◆ 毎週月～金曜日 ①１２：２０～１３：００、②１６：３０～１７：２０ 

（水曜②は大学院生が担当し、１４：４０～１５：４０） 

 教員によるオフィスアワー（月～金曜日 時間帯は各教員による） 

 

《修学上の配慮に関する支援》 

 本学では、障がいの有無に関わらず、すべての学生が、有意義な学生生活が送れるよ

う、質の高い教育を受ける機会を保証しています。その実現を目指し、個々の学生の教

育的ニーズに応じた様々な支援の提供をするために、全教職員が配慮申請された学生の

支援に関する情報を共有し、組織的かつ総合的な学生支援の体制づくりに取り組んでい

ます。したがって、本学のすべての学生は、必要に応じて大学に対し修学上の配慮の申

請を行うことができます。 

 

《障がいのある学生に係る支援》 

 修学に関する各種相談等：キャンパスライフ・ヘルスサポートセンター 

 学生によるピア・サポートを実施しています。 

※ ピア・サポート（Peer Support）とは、学生同士（Peer）で、お互いに思いやり・助

け合い・支え合う人間関係を通して行うサポート（Support）のことです。 

 障がい学生修学支援費の支給申請の手続：キャンパスライフ・ヘルスサポートセンター 

 就職に関する各種相談等：キャリアセンター 

※各窓口では電話やメールによる相談も受け付けています。 

 修学支援機器：視覚障害者用据置型拡大読書器、UD トーク（コミュニケーション支援・

会話の見える化アプリ）、補聴支援機器、車いす、車椅子利用者用特別昇降机（10 台）

などを用意しています。 

 設備：点字付エレベーター、スロープ、視覚障害者誘導用ブロック、多目的トイレ（介

護用ベッド、ウォシュレット付）、車いす用リフト、教壇昇降用スロープ、車いす用通

学路、障がい者用屋根付き駐車場等 

※長崎国際大学ピア・サポート学生組織の学生達が作製した、「長崎国際大学 バリアフ

リーマップ」があります。https://www1.niu.ac.jp/about/campusmap/#barrierfree」 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法： 

 大学公式サイトのコンテンツ「大学等における修学の支援（高等教育無償化）に関する機

関要件確認のための情報公開」の項目[ 20 教育研究活動等の状況についての情報の公表

の方法」に掲載して公表 
https://www1.niu.ac.jp/about/disclosure/grant-aid.html 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

279人

後半期

259人

134人

79人

46人

学校名

設置者名

長崎国際大学

学校法人九州文化学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

272人

142人第Ⅰ区分

学校コード F142310111238

（備考）

内
訳

73人

57人

家計急変による
支援対象者（年間）

―　

279人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 ―

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

―

―

0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

―

―

（備考）

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 32人

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

15人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

―

ＧＰＡ等が下位４分の
１

29人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 ―

年間計 ―

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）


